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【仙台泉ケ岳アウトドア・フェスティバル】   【女子ソフトボール日本代表壮行試合 in仙台】     【プロバスケット仙台８９ＥＲＳ】 

＜調査の目的＞ 

今私たちの周りでは数多くのスポーツイベントが開催され、たくさんのスポーツボランティアが日常的に活動するようにな

っています。組織の形態も担当する活動内容もさまざまですが、そこには地元のスポーツイベントやチームを支えたいという

強い思いがあります。しかし、自発的に参加することが基本となっている活動は、決して楽しいことばかりではなく、いつし

か活動を止めていく人も多いのも実情です。そこで経験が豊富で全国のプロスポーツチームのサポートの中でボランティアと

してリーダー的なポジションにある方々に、活動のエネルギーや課題について答えていただきました。調査はメールにて行い

回答もメールにていただきました。 

【 協力いただいた地域／北海道・東京・愛媛・静岡・千葉・広島・茨城・新潟・神奈川・山梨・宮城・山形／回答順 】 

◆ 活動のモチベーションについて 

  スポーツのボランティア活動を中心になって行っている人々は、何故参加し積極的に続けているのか。動機や楽しみはど

こにあるのか、その回答には、きっと続けるためのヒントがあるはずです。 

Ｑ１ 何故、スポーツのボランティア活動に参加しているのですか。 

 回答は大きくみっつに分かれました。ひとつは（○）「地元のチームを支えたい（そのスポ 

ーツが好きだから）」というもの、もうひとつ（◎）は「裏側をみてみたい」というもので確 

かに観客からは見えない部分に興味を感じるという動機もわかります。そしてみっつめは 

（★）「いきがい探しやストレス解消」など主として自分のためというものでした。 

○ クラブのために手伝いたい。 （山形） 

○ 好きなチームを支えることでプレーしたり観るのとは違う達成感がある。（山梨） 

○ サッカーが好きだから （宮城・東京） 

○ 地元のチームをサポートしたいと思ったから。（広島・静岡・愛媛・宮城） 

◎ プロスポーツの裏側を見ることができるという好奇心から応募しました。（新潟） 

◎ いつも観客としてみている舞台裏をのぞいてみたい。（神奈川） 

★ 自分探し （北海道）  ★ ストレス解消 （北海道・愛媛） ★ いきがい（茨城） 【楽天イーグルスボランティア】 

他にも余暇時間の有効活用（千葉）や健康維持（宮城）などもありましたが、活動を継続していく中で、当初の参加動機と現

在の参加動機に変化がみられました。いわば第二段階ともいえるその変化は、長く続けることでリーダーとして周りから頼り

にされたり、その結果としてボランティア活動に対し視野が広がったりするためでしょうか。それが、「楽しい」ということに

つながるようです。活動に慣れていい人間関係やコミュニティが生まれることは、活動の余裕やさまざまな次への向上心を生

み出します。しかし、残念ながら全ての人がそうなるわけではありません。では、どんなときにボランティアは楽しいと感じ

ているのでしょうか、それが次の質問です。 
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Ｑ２ 活動していて一番「楽しい」と感じるのはどんなときですか。 

○ 仲間同士の交流 （北海道・愛媛・新潟・宮城・東京・山梨） 

○ 仲間と感動を分かち合えたとき・仲間意識をもてたとき （茨城・東京） 

○ お客様の欲求をなんらかの形で満たすことができたとき （千葉） 

○ お客様から「ありがとう」の一言がきけたとき  

（東京・山形・千葉・新潟・宮城） 

○ 「こんにちは」の挨拶に応えてもらったとき （広島） 

○ 活動に関わること全て （神奈川） 

○ サポートしている充実感 （新潟・山形） 

「楽しい」ことの多くは、相手や仲間がいて、その会話を中心とするコミュニケ   【宮城・グランディ２１ボランティア】 

―ションによって生まれているようです。その意味では日常的に「ありがとう」「こんにちは」といった言葉が自然に使われる

環境が大切と感じました。また、活動に参加している人同士の交流や、同じスポーツボランティア同士の交流や情報交換の機

会を多く作ることもリーダーや運営者に求められそうです。質問の段階では「楽しい」と感じるポイントはもっと多岐にわた

ると想定していました。しかし、活動の多くが人と接するものということからも、「いいコミュニケーション」に集中したこと

は当然なのかもしれません。尚、他にもリーダーならではの回答も下記にありましたのでご紹介します。 

◎ ナイトゲームのあとにライトに照らされた人気のないピッチをみること （山形） 

◎ 納会のときに「今年も一年間続けた甲斐があった」と毎年感じます （新潟） 

◎ 場内がいっぱいで自分もいっぱいいっぱいになっているときが実は楽しかったりする （千葉） 

◎ ひいきのチームが応援できたり臨場感が味わえること （宮城） 

 

Ｑ３ 活動していて一番「つらい」と感じるのはどんなときですか。 

 ボランティアとして、また、特にリーダーとしてその多くは「楽しい」と感じて活動しているものの、現実には「つらい」

と感じる瞬間もあるはず。見方を変えればそこを改善できれば「より楽しい」ボランティア活動が可能になるのでは、と考え

てあえてマイナスの質問をぶつけてみました。 

                      ○ お客様から心無い言葉をかけられたとき （新潟） 

                      ○ 活動上トラブルがあったとき （山梨・千葉） 

○ ルールを守っていただけないお客様がいること（山形・広島・宮城） 

 ○ ボランティアでは対応できないことにクレームをつけられたとき 

                           （千葉） 

                      ○ 活動時間が不安定なところ （宮城） 

                      ○ 集合時間が早すぎたり、終了時間が遅すぎたりすること （宮城・東京） 

                      ○ 人間関係のトラブル （神奈川） 

                      ○ 主催者の無理解や無配慮を感じたとき （千葉・愛媛） 

                      ○ ボランティアスタッフと同じ方向を向いていないとき （静岡） 

【 写真／ＳＶ２００４救命セミナー 】        

 最も多かったのはお客様との問題でボランティアでは解決が困難な場面に接し、その対応から生じるストレスに集中しまし

た。相手（お客様）からは主催する側のスタッフとしてみられるポジションであり、今後に向けてはスポーツボランティア自

体の認知を徹底して高めることや、トラブルに対して迅速に運営側の責任者や警備スタッフと連動できるシステムが求められ

ているようです。次に活動時間に関する回答では、基本的には主催者側のスタッフとの活動の分担を進めることで、ボランテ

ィアの負担感を減らす努力が求められます。最期にコミュニケーションに関する回答がいくつかありました。このあたりはリ

ーダーだからこそより多く感じるものかもしれません。現在多くのスポーツボランティア組織が採用しているリーダー制度（呼

び名はいろいろです）は、任命の基準が明確になっていない場合もあり、必要な経験やリーダーとして必要なスキルが不足し

ているためにトラブルが発生する場合もあります。ですからリーダーに対しては必要な研修や一定の権限を運営する側では用

意する必要があると感じます。さらに、リーダーであってもボランティアであるという認識をもってしっかりサポートする考

え方と仕組みを作ってほしいものです。尚、そのほかの回答も解決は困難ですが忘れないようにしたいものです。 

○ 参加したいのに参加できないとき （北海道） 

○ チームの結果がでないとき （茨城・山梨） 

○ 家族に負担をかけていること （東京） 

※ この調査報告はＮｏ．２（情報・成長編）・Ｎｏ．３（交流・自慢・課題編）に続きます。 

  ⇒ 掲載は１０月号・１１月号を予定しておりますが、紙面の都合で変更となる場合もありますのでご了承下さい。 




